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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成27年9月24日(2015.9.24)

【公開番号】特開2015-51988(P2015-51988A)
【公開日】平成27年3月19日(2015.3.19)
【年通号数】公開・登録公報2015-018
【出願番号】特願2014-220514(P2014-220514)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｃ  67/08     (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ 101/00     (2006.01)
   Ｃ０８Ｋ   5/103    (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ  69/675    (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ 101/16     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｃ   67/08     ＣＳＰ　
   Ｃ０８Ｌ  101/00     ＺＢＰ　
   Ｃ０８Ｋ    5/103    　　　　
   Ｃ０７Ｃ   69/675    　　　　
   Ｃ０８Ｌ  101/16     　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成27年8月10日(2015.8.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　式：
【化７０】

を有する化合物を調製するための方法であって、ここで、
　Ｒ１、Ｒ２、およびＲ３は、独立して水素およびアシル基から選択され、
　Ｒ１、Ｒ２、およびＲ３のうちの少なくとも１つは、式：
【化７１】

の分枝長鎖アシル基であり、ここで、



(2) JP 2015-51988 A5 2015.9.24

　　ｚは１であり、ｎは９から２１までであり、ｍは２ｎ＋１－ｚ、２ｎ－１－ｚ、また
は２ｎ－３－ｚであり、かつｐは０から４までであり、
　Ｒ１、Ｒ２、およびＲ３のうちのその他のものは、式：
【化７２】

の短いアシル基から選択され、ここで、
　　ｑは０から４までであり、該方法は：
　（１）式：
【化７３】

を有する不飽和化合物を提供する工程であって、ここで、
　Ｒ１、Ｒ２、およびＲ３は、独立して以下：
　（ａ）水素、
　（ｂ）式：

【化７４】

の不飽和長鎖アシル基であって、ここで、
　　ｘは０から３までであり、ｎは９から２１までであり、かつｍは２ｎ－１－ｘ、２ｎ
－３－ｘ、または２ｎ－５－ｘである、不飽和長鎖アシル基、および
　（ｃ）式：

【化７５】

の短いアシル基であって、ここで、
　　ｑは０から４までである、短いアシル基
から選択され、
　Ｒ１、Ｒ２、およびＲ３のうちの少なくとも１つは、不飽和長鎖アシル基である、工程
；ならびに
　（２）Ｒ１、Ｒ２、およびＲ３のうちの少なくとも１つが水素である場合、必要に応じ
て該化合物をアシル化する工程；ならびに
　（３ａ）
　　（ｉ）該不飽和長鎖アシル基をヒドロキシル化して、式：
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【化７６】

のヒドロキシ長鎖アシル基を提供する工程であって、ここで、
　　ｙは１であり、ｎは９から２１までであり、かつｍは２ｎ＋１－ｙ、２ｎ－１－ｙ、
または２ｎ－３－ｙである、工程、および
　　（ｉｉ）該ヒドロキシ長鎖アシル基をアシル化して、式：

【化７７】

の分枝長鎖アシル基を提供する工程であって、ここで、
　　ｚは１であり、ｎは９から２１までであり、ｍは２ｎ＋１－ｚ、２ｎ－１－ｚ、また
は２ｎ－３－ｚであり、かつｐは０から４までである、工程；あるいは
　（３ｂ）該不飽和長鎖アシル基を、式：

【化７８】

のカルボン酸と反応させて、式：

【化７９】

の分枝長鎖アシル基を提供する工程であって、ここで、
　　ｚは１であり、ｎは９から２１までであり、ｍは２ｎ＋１－ｚ、２ｎ－１－ｚ、また
は２ｎ－３－ｚであり、かつｐは０から４までである、工程
を包含する、方法。
【請求項２】
　工程（３ａ）が実行される、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記式：

【化８０】

の不飽和長鎖アシル基において、ｘは０から３までであり、ｎは９から２１までであり、
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かつｍは２ｎ－１である、請求項１または２に記載の方法。
【請求項４】
　前記式：
【化８１】

のヒドロキシ長鎖アシル基において、ｙは１であり、ｎは９から２１までであり、かつｍ
は２ｎである、請求項１～３のいずれか一項に記載の方法。
【請求項５】
　前記式：
【化８２】

を有する化合物を調製するための、請求項１～４のいずれか一項に記載の方法であって、
ここで、Ｒ１、Ｒ２およびＲ３のうちの２つが前記短いアシル基であり、そしてＲ１、Ｒ

２およびＲ３のうちの１つが分枝長鎖アシル基である、方法。
【請求項６】
　ｎが１３から１９までである、請求項１～５のいずれか一項に記載の方法。
【請求項７】
　ｎが１５から１９までである、請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　ｎが１７である、請求項６に記載の方法。
【請求項９】
　ｐが０から３までである、請求項１～８のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１０】
　ｐが０である、請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　ｑが０から３までである、請求項１～１０のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１２】
　ｑが０である、請求項９に記載の方法。
【請求項１３】
　ｘが０である、請求項１～１２のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１４】
　前記不飽和化合物が、ヒマワリ油、大豆油、ナタネ（キャノーラ）油、ヒマワリ油、綿
実油、ベニバナ油、コーン油、ピーナッツ油、からし油、オリーブ油、パーム油、米ぬか
油、パーム核油、モリンガ油またはその混合物に由来する、請求項１～１３のいずれか一
項に記載の方法。
【請求項１５】
　前記ヒマワリ油が、オレイン酸を、全脂肪酸含有量に基づいて少なくとも８０重量％の
量で含む、請求項１４に記載の方法。
【請求項１６】
　前記分枝長鎖アシル基が、式：
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【化８３Ｂ】

の基であり、ここで、ｐが０から４までである、請求項１～１５のいずれか一項に記載の
方法。
【請求項１７】
　前記分枝長鎖アシル基が、式：

【化８４】

の基であり、ここで、ｐが０から４までである、請求項１～１６のいずれか一項に記載の
方法。
【請求項１８】
　前記分枝長鎖アシル基が、式：

【化８５】

の基である、請求項１～１７のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１９】
　前記分枝長鎖アシル基が、式：
【化８６】

の基である、請求項１～１８のいずれか一項に記載の方法。
【請求項２０】
　式：
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【化８８】

を有する化合物を調製するための、請求項１に記載の方法。
【請求項２１】
　式：

【化８９】

を有する化合物を調製するための、請求項１に記載の方法。
【請求項２２】
　前記不飽和長鎖アシル基をヒドロキシル化する前に、前記不飽和化合物上の任意のヒド
ロキシル基を保護する工程を包含する、請求項１～２１のいずれか一項に記載の方法。
【請求項２３】
　前記ヒドロキシ長鎖アシル基のアシル化の後に、保護された前記基を脱保護する工程を
包含する、請求項２２に記載の方法。
【請求項２４】
　工程（３ａ）（ｉｉ）が、前記化合物上の全てのヒドロキシ基がアシル化されるように
、前記ヒドロキシ長鎖アシル基をアシル化すること、および他のヒドロキシ基をアシル化
することを含む、請求項１～２３のいずれか一項に記載の方法。


	header
	written-amendment

